
「JASCE NEWS」　082号（2025年9月30日）

082号（2025年9月30日）

目次
第21回全国大会報告
学会新体制

『協同と教育』『協同教育実践論文
集』への投稿募集中
学会ワークショップ  今後の予定

（判明分）
学会認定トレーナーのご紹介
各地の研究会・勉強会
ショートレター（会員からの投稿
記事）

第21回全国大会報告
大会テーマ：懐深いやんばるに

おける対話と共鳴
「懐深いやんばるの地に包まれな

がら、未来の教育を創造・想像する
素敵な大会を一緒につくりたい」—。
そんな願いを込めて準備を進めて
きました第21回大会が、9月13日

（土）と14日（日）の2日間、名桜大学
（沖縄県名護市）で開催されました。
大会には161名（会員100名・一般
61名）もの方々にご参加いただき、
活気に満ちた大会となりましたこと
を、心より御礼申し上げます。
「協同による教育は、持続的に世

界平和をつくる教育」という想いを
体現するように、大会初日には、名
桜大学の木村堅一先生による記念
講演「学びを共に創る：学生、教員、

ピア・サポートが育む協同教育」が
行われました。名桜大学における学
生主体のピア・サポート団体の立ち
上げから、数々の学習支援の実践に
至るまで、学生と教員がいかに「学
びの壁」を乗り越え、共に成長でき
る環境を創り上げてきたか、建学の
理念である「平和・自由・進歩」が
織り込まれたような軌跡を辿るお話
に、会場には教育への熱意が渦巻い
ておりました。

今大会では、8件のワークショッ
プと4件のラウンドテーブル、22件
の口頭発表、18件のポスター発表が
行われ、多岐にわたる対話がありま
した。また、参加者のうち約半数が
1日目の夕方の情報交換会にも参加
されました。第20回大会で「自分も
実行委員の気持ちで参加する！」と
みなさまが手を挙げてくださった通
り、情報交換会も含めて、あらゆる
場面であたたかく活発な交流があ
り、これは私たちが当初思い描いて
いた情景でした。大会に関わる一人
ひとりが心を解放し、自由な発想で
語り合う「参画型共創大会」の姿で
す。

様々な境界を超えた繋がりが心
地よく紡ぎ広げられていたこと、教
育実践・研究という枠を超えて協同
の意味が全世界に浸透していく予
感は、実行委員会一同のこのうえな
い大きな喜びでございます。

そして、開会式を祝福するかのよ
うな大きな虹や、エイサー演舞の熱
気を包むかのようなスコールなど、

「懐深いやんばる」の自然に見守ら
れながら、豊かな「対話」を紡ぎ、
心の「共鳴」を確かめ合う、奇跡の
ような2日間を過ごすことができま
した。全てに感謝しかございません。

不慣れな私たちを温かく心強く
応援し、ともにこの大会を創り上げ
てくださり、本当にありがとうござ
いました。
「にふぇーでーびたん。またんめん

そーりよー♪」
次回の第22回大会は大阪府大東

市で開催されます。また新しい扉を
ひらき、さまざまな成果や話題を
もって皆様と再会できますことを楽
しみにしております。

日本協同教育学会第21回大会実
行委員会

委員長　平上久美子

学会新体制
会長	 小松誠和（久留米大学）
副会長	 鮫島輝美（関西医科大学）
事務局長	舟生日出男（創価大学）
理事（12名・五十音順）
　織田千賀子（藤田医科大学）
　熊谷みち（名取市立第一中学校）
　小松誠和（久留米大学）
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　鮫島輝美（関西医科大学）
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各地のワークショップや研究会の情報については、学会ＨＰでもご確認ください。

各地の研究会・勉強会
（東京地域）
協同学習を用いた看護教育研究会
in Tokyo
◇教育現場は、生成AI（Artificial 
Intelligence：人工知能）や対話型
AIの進展により、大きく変わろうと
しています。2025年度の「協同学習
を用いた看護教育研究会 in Tokyo」
では、AIの進展が看護教育にもたら
す新たな可能性に焦点をあてて研
究会を開催します。

7月26日（土）、創価大学（八王子）
にて「協同学習を用いた看護教育研
究会 in Tokyo」の第4回研究会を
開催しました。今回のテーマは、「AI
と協同学習 ― 看護教育の新たな可
能性を拓く〜生成AI・対話型AIを
活用した主体的・対話的な学びの
創造〜」です。講師には創価大学教
育学部教授の山内豊先生をお招き

し、AIの理解と活用の実際について
学びました。

当日は、看護系教員に加え教育に
関心を持つ方々など、計17名が参
加しました。講演後には、ワールド
カフェを通じて「協同学習を用いた
看護教育にAIをどう活用できる
か？」をテーマに意見交換を行い、
以下の成果が生まれました。
•「AIは道具から、対話と思考の

パートナーへと進化する」
•「プロンプト（質問・指示）と対話

により主体的学習を促進できる」

　サルバション有紀（上越教育大学）
　中西良文（三重大学）
　西口利文（大阪産業大学）
　平上久美子（名桜大学）
　舟生日出男（創価大学）
　水野正朗（東海学園大学）
　蓮行（京都大学）
顧問（３名・五十音順）
　杉江修治（中京大学名誉教授）
　関田一彦（創価大学）
　安永悟（久留米大学）

『協同と教育』『協同教育実践論文
集』への投稿募集中 
『協同と教育』および『協同教育

実践論文集』への投稿を随時受け
付けています。『協同と教育』『協同
教育実践論文集』の新規投稿は
Webフォームからの投稿となりま
す。投稿フォーム、執筆・投稿規程
は https://jasce.jp/1091format.
php にあります。投稿受理から査読
を経て採択が決定されるまでに通
常数ヶ月以上を要します。なお、『協
同教育実践論文集』については、投
稿者が執筆のサポートを受けること
を希望する場合は、学会員の中から
世話人を立てることができます。み
なさまの投稿や問い合わせをお待
ちしています。

学会認定トレーナーのご紹介
アドバンス講師として水野正朗

先生、ベーシック講師として佐瀬竜
一先生が、審査を経て学会認定ト
レーナーとして認められました。現
在、8名のアドバンス講師、13名の
ベーシック講師がいらっしゃいま
す。　　　　　　　　（研修委員会）

学会ワークショップ　今後の予定（判明分）
＜ベーシック＞
11月15日（土）、16日（日）　【主催】
　会場：大阪医科薬科大学（大阪府高槻市）
　講師：小松誠和・安永 悟

＜ベーシック＞
2026年3月7日（土）、8日（日）　【主催】
　会場：創価大学（東京都八王子市）
　講師：久末俊幸・関田一彦

＜アドバンス＞
2026年3月7日（土）、8日（日）　【主催】　
　会場：創価大学（東京都八王子市）
　講師：久保田秀明

　最新情報，詳細情報、参加のお申し込みは学会HP（https://jasce.
jp/1031workshop.php）からお願いいたします。

https://jasce.jp/1091format.php
https://jasce.jp/1091format.php
https://jasce.jp/1031workshop.php
https://jasce.jp/1031workshop.php
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会員による実践研究会等の開催がありましたら広報委員会（koho jasce ）まで情報をお寄せください。

•「AIのハルシネーション（誤り）を
学びに転換できる」

•「AIなら失敗を恐れず、何度でも
トライ＆エラーが可能である」

•「AIとの対話を通じて得られる自
信が授業への積極的参加を促し、
学習の好循環を生み出す」
今後は、各教員が教育現場に持ち

帰って小規模に実践した成果を、次
回の研究会で共有できる場を提供
していきたいと考えています。これ
らの取り組みは新たな研究の着想
にもつながりますので、興味のある
方はぜひご参加ください。初めての
方も大歓迎です。

本研究会は、協同学習を軸に、現
場に根ざした教育実践と教員同士
の学び合いを促進する場です。今後
も参加者の声を反映しながら、共に
学び、成長する場として発展させて
いきたいと考えています。

連絡先：代表　添田百合子（創価
大学看護学部 ysoeda soka-u ）、
副代表　武信真理子（東都大学沼津
ヒューマンケア学部）

創価大学教職大学院主催　教師
力・授業力アップセミナー
◇テーマ：主体的・対話的な学び
のある授業を創る：協同学習から
のアプローチ

概要：前半60分程度、ブレイク
アウトルームも活用しながら協同学
習の基本と、主体的・対話的な学び
のある授業づくりに向けた効用につ
いてお話します。後半は、参加者の
皆さんとの質疑を通じて協同学習
の可能性について学び合います。

講師：関田一彦（創価大学教職大
学院教授、日本協同教育学会顧問）

日時：10月26日（日）13：00 ～
14：30

Zoomでの開催ですが、定員は
100名となっています。

参加費無料：こくちーずから申し
込んでください。
https://kokc.jp/e/db70aaaa68c4a
07cbda5051aef921ed2/

（大阪地域）
協同学習を用いた看護教育研究会
◇第59回「協同学習を用いた看護
教育研究会」を、8月23日（土）13
時30分～ 17時30分、グランフロン
ト大阪ナレッジキャピタル「The 
Lab」アクティブスタジオで開催し、
静岡、愛知、京都、大阪から15名
の方が参加してくださいました。

前回の研究会では関田一彦先生
をお迎えし、有益なグループ活動に
おける協同学習の基本的構成要素
の重要性について再確認し学びを
深め合いました。それを踏まえ今回
は看護学の臨地実習に着目し、協同
学習の視点から効果的な学生カン
ファレンスへの教育的支援につい
て学び合うことを目的に、「協同学習
を用いた学生カンファレンスの支
援」をテーマに開催しました。

まず3名編成の5グループになり
アイスブレイクをしました。参加目
的と夏の暑さへの対処法ベスト3を
紹介し合いました。色々な対処法を
傾聴し合い「それ、いいですねぇ !」
と笑顔で盛り上がりました。次に、
今回のテーマを提案された堀川眞
知子先生が1.協同学習の基本的構
成要素、2.看護学実習とカンファレ
ンスについてミニレクチャーを行い
ました。その後、学生が行う1.望ま
しいカンファレンス、2.望ましくな
いカンファレンスについてディス
カッションしました。参加者は事前
準備として、この2項目について自

分の意見を付箋に書いて参加され
たので、グループ毎にTチャートに
付箋を貼って意見交換しました。そ
の後、全体で「お散歩参観」をして
共有し意見交換しました。

休憩を挟み後半では、解決したい
カンファレンスの状況に対する協同
学習を用いた具体的な支援の方法
を検討し合い、5つのグループが発
表して全体で質疑応答を行いまし
た。最後に、グループ活動を振り
返ってコンプリメントを行い閉会し
ました。

事後アンケートでは、参加者から
以下のような声が寄せられました。
・今回は参加者の人数は少なかっ

たが得られた学びはいつもと変
わりなく手応えがあった。

・協同学習の基本的構成要素を満
たすカンファレンスについて個人
思考してディスカッションしたこ
とで、協同学習の実践の在り方に
ついて理解が深まった。

・堀川先生のミニレクチャーにより
何を大切にして分析していくと良
いのかがわかり、具体的な支援に
導くまでのイメージがすぐにでき
た。

・参加者の話し合いの中から具体
的にためになることが発見され
た。それらを協同学習の基本的構
成要素と関連付けて考えること
で意味づけが明確になり実践す
る動機づけになった。

・話し合う時間がしっかりあって意
見を聞き合い、3人の意見が出つ
くすまで話し合うことができて満
足感があった。Tチャートを活用
した成果物を作成したことで学
びを深めることができた。今後の
実習指導に活用できるヒントに
なった。

https://kokc.jp/e/db70aaaa68c4a07cbda5051aef921ed2/
https://kokc.jp/e/db70aaaa68c4a07cbda5051aef921ed2/
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（いずれも土曜10時〜 12時）にオン
ラインにて開催します。テキストは
Amazon経由での入手が便利です。
皆様のご参加をお待ちしています。

連絡先：高旗浩志（岡山大学教師
教育開発センター　takahata
okayama-u.ac ）

（九州地域）
長崎県央看護学校看図アプローチ
研究会
◇8月20日、長崎県央看護学校（諫
早市）にて第25回長崎県央看護学
校看図アプローチ研究会が開催さ
れました。同校の教員はじめ、長崎
県内、福岡県、県外からも申し込み
があり、途中の出入りも含め20数名
の参加者が濃密な“看図の時間”を
過ごしました。本会は「25回目」と
されています。しかし実際にはカウ
ントに入るかどうかという会もたび
たび開催されているということで、
熱心に継続的な取り組みがなされ
ています。

今回は「看図アプローチと創造性
の育成－創造は無関係の関係から
始まる－」がテーマに掲げられまし
た。「創造」は、何かを創り出すこ
と、新しい意味を生み出すことはも
ちろん、人と人との関係にもいえる
ことです。「創造」は例えば“教師と
学生”という人の関係のみならず、

 （中四国地域）
協同学習研究会（岡山）
◇第２回研究会
を7月26日（土）
にオンライン開
催しました。土曜
10時〜 12時にも
関わらず、20名を
超える参加を頂
きました。ありが
とうございました。

今回は『協同学習を支えるアセス
メントと評価』の第２章「目標設定
のための会議」を講読しました。厳
めしいタイトルのため、身構えてし
まいそうですが、本文を仔細に読む
と、私たちが日々の授業で意識し、
行っていることだと判ります。つま
り導入部で本時の「めあて」を子ど
もたちと共有したり、「めあて」その
ものを子どもの言葉で立てさせた
り、あるいは学習課題を把握させた
り吟味させたりすることなのです。
そして１時間の授業の見通しやその
着地点を共有したり、評価規準と評
価基準を共有することで、学習への
動機付けを高めたり、客観的に自己
評価できる資質・能力の育成に繋
がることなのです。

本文が描くことを、日々の実践と
照らしあわせて読み進めることで、
日々当たり前に行っていることの意
義と価値を再認識したり、新たな知
見や方法を得ることができる勉強
会でした。
◇次回（第３回）は10月18日（土）10
時〜 12時です。参加希望の方は高
旗（takahata okayama-u.ac ）ま
でメールでお知らせください。出入
り自由です。テキストを事前に読ん
でおくことが参加の条件です。第４
回は12月20日、第５回は2月28日

・カンファレンスでも教師や臨床指
導者からの評価を気にして自己
中心的に振る舞う学生がいる。自
他共栄の協同の精神を自覚して
取り組めるように指導していく必
要がある。

・カンファレンスの場面に限らず、
常に協同学習の構成要素を軸に
据えた教育活動の必要性と意義
について、あらためて理解を深め
ることができた。
終了後の懇親会では楽しい談笑

のひとときを持つことができまし
た。今後もよりよい企画運営に努め、
皆様のご参加を心よりお待ちしてお
ります。

文責：緒方巧
◇【今後の開催予定】次回の第60回
は、11月8日（土）、13時30分～ 17
時30分、場所はグランフロント大阪
アクティブスタジオです。テーマな
どのご案内は10月中旬に配信させ
ていただきます。

連絡先：研究会代表　緒方巧
（t-ogata baika.ac ）

会員による投稿記事「ショートレター」を募集します。広報委員会（koho jasce ）に原稿をお送りください。

https://amzn.asia/d/guCMNK6
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護学校の先生方のワークショップ
で始まりました。杉本真紀先生・中
村伊織先生・西村優子先生が、それ
ぞれ撮影した写真を２枚ずつ用い
たビジュアルテキスト読解授業を
展開されました。一見すると「無関
係」である２枚の写真ですが、意外
性のある発問によって見事に「関
係」づけられていくような内容と
なっていました。関係づけることが
難しい問題は、グループのメンバー
や全体での共有によってスッキリ感
を得ていきました。学校として看図
アプローチを導入した先駆である
長崎県央看護学校。「新人です」と
いう先生もいらっしゃる中、ワーク
ショップは全く違和感なく、さらな
る発展を予感させるものでした。

最後のプログラムは再び鹿内先
生から、シンプルな絵図から深い読
みを誘うもの、法律に関するもの、
トップダウンの考え方等、普段の授
業にいかせる考え方や教材が示さ
れました。参加者の中には、読み解

り合いながら、自然にその理論にふ
れていく時間となりました。

その後の鹿内信善先生のワーク
ショップでは最新のビジュアルテキ
ストが呈示され進められました。定
食の写真を用いた読み解きでは「な
ぜ？」と問わずに「なぜ？」を引き
出すコツにもふれられ、実際の授業
場面を想定したお話がたくさん聞
かれました。「なぜ？」はつい多用さ
れがちです。何度も問われると学習
者は飽き飽きしてしまいます。そう
ならないためには学習者が「～なの
で」「～ので」が言いたくなる発問と
ビジュアルテキストが不可欠です。
看図アプローチはそれ自体が「～な
ので」「～ので」が言いたくなる構造
をもった学習法です。１回のワーク
で「～なので」「～ので」が発信で
きるようになるのは難しいかもしれ
ませんが、何度か繰り返し鍛錬する
ことによってより確かに身について
いきます。

午後のプログラムは長崎県央看

“学ぶことと看護”という関係にも
いえることです。一見将来に関係が
ないと思われる学習であっても、や
がて臨床の現場（職業）に関連づい
ていく学び。そのような学びも必要
なのではないでしょうか。副校長円
能寺貞子先生の言葉をお借りすれ
ば、「他者の意見を受け入れること
や、他者を尊敬する力といったもの
が自然に身についていく」。そうした
本質的な結びつきを、看図アプロー
チは可能にします。

午前中のプログラムは「ポジティ
ブきゅうちゃん」を用いたアイスブ
レイク（筆者担当）に始まりました。
単なる自己紹介ではなく次の学習に
つながるような時間にすることを目
標に実施しました。参加者の間で
は、きゅうちゃんを誰に見立てて見
るのか、こちらに来るのか・あちら
に行くのか、どうやって行き来する
のか等々、様々な視点からの読み解
きが共有されていました。アイスブ
レイクにも看図アプローチの読み解
きの理論が隠れています。そのた
め、参加者たちはお互いのことを知
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この度、3回目のタオス・インス
ティテュート・ジャパン総会を早稲
田大阪高等学校にて開催いたしま
す。社会構成主義的アプローチに基
づく研究や実践に興味のある方は
ぜひご参加ください。
（https://taosinstitutejapan.com/）

【 今 年のテーマ：「関 係×学び ―
Relation×Learning」】

本大会での学びは学校教育に限
定せず、より広い意味での学びを取
り上げ、関係という視点から対話を
深めていきます。

大会ではThe Taos Instituteのア
ソシエイトであるCeliane Camargo- 
Borges博士によるオンライン講演

「D e s i g n T h i n k i n g & S o c i a l  
Construction -A practical Guide 
to Innovation in research-」や、探
究学習や学びの実践に関するセッ
ションを企画しています。

昨年と同様に、研究者と実践者が
共に作る社会について考えていき
ます。皆様のご参加を心よりお待ち
しております。
日時：2025年10月25日（土） 

〜 26日（日）
会場：早稲田大阪高等学校　

〒567-005  大阪府茨木市宿久庄
7丁目20-1

申し込み：https://tij2025.peatix.
com/view

参加申し込み〆切　2025年10月
10日（金）

プログラム：25日（土）　Celiane 
Camargo-Borges博士によるオン
ライン講演

26日（日）企画セッション
お問い合わせ：info.taosjapan
gmail. （共同代表　鮫島輝美・ 
東村知子）

Ⅰ」の追実践－2022 年３月の実践
との比較－（江草千春）
https://kanzu-approach.com/
journal/kanzu-journal.vol.25_
pp.3-21.pdf
2．看図アプローチを利用したＬＧＢ
ＴＱに関する小学生向け教材につい
ての予備的検討－教材作成プロセ
スと学習会での検討・実践－（三原
菜奈海・森　孝文・溝上広樹）
https://kanzu-approach.com/
journal/kanzu-journal.vol.25_
pp.23-33.pdf
3．看図アプローチとSDGs（鹿内信
善）
https://kanzu-approach.com/
journal/kanzu-journal.vol.25_
pp.35-43.pdf
4．編集後記（鹿内信善）
https://kanzu-approach.com/
journal/kanzu-journal.vol.25-
henshukoki.pdf

連絡先：研究会事務局長 石田ゆ
き（kanzu.approach.office gmail. 

）

タオス・インスティテュート・ジャパ
ン「TIJ Festival タオス祭2025」
◇タオス・インスティテュート®は、
社会構成主義の第一人者であるケ
ネス・ガーゲンが中心となって立ち
上げた組織で、社会構成主義の考え
をもとに研究や実践を推進すること
を目指しています。米国ニューメキ
シコ州タオスで設立されて以来、30
年を超える歴史を持ちます。賛同者
は世界中でさまざまな活動を展開
しており、社会構成主義の理論と実
践は、人々の間の関係性のつながり
の中に意味や価値、行動の源を見出
します。https://www.taosinstitute.
net/

きの中で芽生えた自身の心の動き
に向き合い、その深層心理や、学生
に呈示する上での留意点について
深く考察される方もいらっしゃいま
した。

質疑応答の時間は、いつしか各グ
ループでのリフレクションタイムと
なりました。司会の田中伸子先生や
講師を務めた鹿内先生が何かはた
らきかけたわけではなく、自然とそ
のような時間に突入し、あっという
間に１時間が経過していました。各
グループ思い思いにディスカッショ
ンしており、その中でさらに「納得解」
や「スッキリ感」を得ていた様子で
した。参加者全員が主体的・協同的
に、深い学びを実現していました。

このような会にできたのも長崎県
央看護学校が独自にこつこつ研究
活動を続けてこられたおかげだと
思います。今後は、長崎県内の学校
や県外の学校、その他の機関とも連
携した新たな“県央モデル”の発展
が期待されます。

（文責：石田ゆき）
連絡先・問い合わせ：TEL0957-

25-3232　長崎県央看護学校 田中
伸子先生　または　全国看図アプ
ローチ 研 究 会 事 務 局（k a n z u .
approach.office gmail. ）

（全地域）
全国看図アプローチ研究会
◇『全国看図アプローチ研究会研
究誌』25号を公刊しました。
「看図アプローチ」が「探究の方

法」として若い世代にも受け入れら
れ始めました。25号第2論文の第1
筆者は高校生です。
掲載論文▼
1．看図アプローチを活用した定時
制高校「英語コミュニケーション

https://taosinstitutejapan.com/
https://tij2025.peatix.com/view
https://tij2025.peatix.com/view
https://kanzu-approach.com/journal/kanzu-journal.vol.25_pp.3-21.pdf
https://kanzu-approach.com/journal/kanzu-journal.vol.25_pp.3-21.pdf
https://kanzu-approach.com/journal/kanzu-journal.vol.25_pp.3-21.pdf
https://kanzu-approach.com/journal/kanzu-journal.vol.25_pp.23-33.pdf
https://kanzu-approach.com/journal/kanzu-journal.vol.25_pp.23-33.pdf
https://kanzu-approach.com/journal/kanzu-journal.vol.25_pp.23-33.pdf
https://kanzu-approach.com/journal/kanzu-journal.vol.25_pp.35-43.pdf
https://kanzu-approach.com/journal/kanzu-journal.vol.25_pp.35-43.pdf
https://kanzu-approach.com/journal/kanzu-journal.vol.25_pp.35-43.pdf
https://kanzu-approach.com/journal/kanzu-journal.vol.25-henshukoki.pdf
https://kanzu-approach.com/journal/kanzu-journal.vol.25-henshukoki.pdf
https://kanzu-approach.com/journal/kanzu-journal.vol.25-henshukoki.pdf
https://www.taosinstitute.net/
https://www.taosinstitute.net/
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藤村氏は認知心理学者。思考過程
の研究に際して、collaborationを視
野に入れた、実践現場で生きる研究
を重ねてきている。本書では、その
成果を通して「協同的探究学習」を
提案している。その背景には、今の
学力問題、即ち、追究すべき学力が

「できる」学力に留まっており、思考
力、問題解決能力、協調性、自律性
といった汎用スキルの育成、さらに
そのスキルを統合的で生きた力に
するという、学びが目指すべき本質
に向かっていないことがある。藤村
氏の「協同的探究学習」では、互い
の考えを認め合うことで自己肯定感
を高めるという、同時学習の視点が
含まれている。認知心理学からの研
究ではあるが  cooperationがもた
らす教育的意義への着目がなされ
ている点も興味深い。

第１章では、教育の質の向上のポ
イントとして「わかる」学習、深い
学習の重要さが論じられる。第２章
では、TIMSSとPISAの結果から、日
本の子どもの学力に「わかる」とい
う点での弱さがあることを指摘して
いる。３章では「わかる」とはどう
いうプロセスを辿ることかを解説す
るが、その考察でPiagetの構成主義
が基本に置かれていることは興味
深い。人間発達の原理を基本に踏ま
えた議論は大切である。第４章から
７章までは、「わかる」学力の実現に
関わる藤村氏の実証研究が紹介さ
れる。心理学になじみのない読者に
は少々読解が面倒だけれど、研究で
扱った課題は算数・数学、さらには

社会科と、実際の教科の教材を用い
ており、実践者には、深まりのある
教材づくりの上での手掛かりが多く
得られる内容である。それらは、ハ
ウツー的な提案ではなく、汎用性の
ある、原理の提案になっており、有
意義である。子どもが「わかる」場
合のわかり方、躓きの理由や種類と
いった事柄への理解に資する内容
である。

第８章からは、「わかる」がどう深
まるかが内容となる。協同学習

（Cooperative Learning）の理論は、
その出発点にBrunerらによる教育
の現代化の動向があった。したがっ
て、思考過程に関する研究を取り入
れた理論となっており、単にグルー
プダイナミックスの成果だけを踏ま
えてきているものではない。しかし、
このところのcollaboration研究か
らの、協同（協働）研究が明らかにし
てきている思考過程、仲間との情報
のやり取りについての成果は十分
に魅力的である。

認知心理学研究からも、その研究
が進む過程で、協同学習と同様の認
識が生まれてきているようだ。８章
では、個人の学習における、他者の
意義が論じられ、グルーピングより
課題が大事であること、協同の単位
はクラスであること等々は、協同学
習の知見と同様である。９章では

「協同的探究学習」とは何かがまと
めて紹介される。「わかる」、そして
それが深まる学習活動を導くため
の非定型問題への取り組みを、個
人、協同、個人という3ステップで

展開させるという提案である。ただ、
協同ステップが学級全体での交流
というスタイルのようで、今一つそ
こでの教師の役割が不明だった点
は気になった。認知心理学者の市川
伸一氏が提唱する「教えて考えさせ
る授業」では、「教えて」は教師の
出番だと教師が張り切り、結果的に
受け身の授業にしてしまう事例がし
ばしばある。クラス全体での高め合
いは協同学習も提唱するところだけ
れど、それが教師の差配で動いてい
くようなやり取りであったならば、
全員の成長にまで本当に届く授業
になるかどうかは疑問である。教師
の役割についての記述が不十分で
ある点は気になったところだ。また、

「わかる」ことに向かう学習活動が
なかなか生じない理由に、「わかる」
ことが学びだという学習態度が子
どもの中に根付かないということが
ある。子ども自身が学習評価の主体
になっていないということがその大
きな理由ではないかと思うのだが、
そういう点の仕掛けも、協同的探究
学習の中に欲しいと思った。

本書を読み、これまでの協同学習
と、認知心理学からの、学習者の学
習過程理解と相互作用過程の理解
を生かした授業研究との、より密接
な連携が有意義だろうと強く感じ
る。それは、たんなる相補的な関係
ではなく、深まり合い、高まり合い
のある連携になるに違いない。

（中京大学名誉教授
　杉江修治） 

ショートレター　会員からの投稿記事

『「わかる」はどう深まるか―子どもの思考の発達と協同的
探究学習』（藤村宣之著  ちとせプレス）を読んで


